
第６３１号 ２０２３年（令和５年）１１月１５日ニ　ュ　ー　ス　専　修 （4）

会
計
人
会

創
立
60
年
祝
う

　
公
認
会
計
士
・
税
理
士
と

し
て
活
躍
す
る
卒
業
生
の
会

で
あ
る
専
修
大
学
会
計
人
会

（
榎
本
恵
一
会
長
・
昭
61
商
）

の
第
60
回
記
念
総
会
が
10
月

27
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た

写
真
。
会
員
ら

約
60
人
が
出
席
し
、
創
立
60

年
の
節
目
を
祝
っ
た
。

　
司
会
を
校
友
の
マ
サ
キ
さ

ん
（
平
16
商
）
が
所
属
す
る

お
笑
い
コ
ン
ビ
・
さ
く
ら
だ

モ
ン
ス
タ
ー
が
担
当
し
、
会

を
盛
り
上
げ
た
。

　脳には快感や幸せを

感じる機能があります。

脳の前頭前野という部

分は人の感情や行動の

制御を担っており、こ

の部分が刺激を受ける

とドーパミンという物質が分泌さ

れ、中枢神経が興奮して快感・多幸

感が得られます。これを満足感と認

識すると、この感覚を求めてその行

為を繰り返すようになります。これ

が努力・工夫によって生産的に働く

場合は良いのですが、ある特定の物

質（アルコール、ニコチン、カフェ

イン、薬剤など）や行動（ギャンブ

ル、ゲーム、インターネット、買い

物など）はその経路が容易に刺激さ

れ、より強い刺激を求めて摂取量が

増えたり、行動がエスカレートして

前頭葉の機能が低下し、快感を得に

くくなって「やめたくてもやめられ

ない」状況に陥ってしまいます。こ

の結果、自分や家族、周囲の人の生

活に支障をきたし、健全な社会生活

を送れなくなる可能性があります。

これは意志の弱さや性格の問題でも

なく、脳の仕業なのです。

　依存症は特定の行為を自分の意思

でコントロールできない病気なの

で、支援を受けてその行為を止め続

けることが大切です。一人で抱え込

まず、勇気を持って専門の機関や行

政機関に相談しましょう。

　また、本人に自覚がないことも多

く、周りに「依存症かも……」と思
われる人がいたら適切なサポートへ

つなげることも大切です。

 （校医・塩田香）

脳
の
し
く
み
を
知
っ
て

 

依
存
症
か
ら
心
身
を
守
ろ
う

心
霊
科
学
辞
書 

和
英
／
英
和

 

蒲
章
則 

著

　
著
者
の
蒲
章
則
さ
ん
（
昭

51
法
）
は
卒
業
後
、
複
数
の

大
学
で
国
際
法
、医
学
、国
際

保
健
学
な
ど
を
修
め
、
医
学

博
士
の
学
位
を
取
得
。
Ｗ
Ｈ

Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
・
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｒ
Ｏ
）
官
房
長
を
経
て
、

ハ
ワ
イ
大
学
医
学
部
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
群
馬
大
学
多
職
種

連
携
教
育
研
究
研
修
セ
ン
タ

ー
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
協
力
セ
ン
タ

ー
）
の
特
別
教
授
な
ど
を
務

め
て
い
る
。

　
開
発
途
上
国
で
医
療
協
力

活
動
に
従
事
す
る
傍
ら
、
現

地
土
着
の
宗
教
や
風
習
に
触

れ
、
聖
地
や
霊
的
能
力
者
を

訪
ね
る
こ
と
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
き
た
。
そ
の
経
験

を
生
か
し
て
編
ま
れ
た
本
書

は
、
和
英
と
英
和
の
二
部
構

成
で
、
心
霊
科
学
を
中
心
に

精
神
衛
生
学
、宗
教
学
、オ
カ

ル
ト
分
野
な
ど
の
用
語
を
広

く
収
録
し
て
い
る
。

　
欧
米
諸
国
と
比
べ
て
、
日

本
に
お
け
る
心
霊
科
学
の
学

術
レ
ベ
ル
は
十
分
と
は
言
え

＜校友＞

校
友
会
情
報

校
友
会
情
報

〈
二
鳳
会
総
会
〉

▽
12
月
１
日
（
金
）
18
時
〜

▽
浅
草
一
文
本
店（
台
東
区
）

〈
阿
賀
北
支
部
総
会
〉

▽
12
月
２
日
（
土
）
18
時
〜

▽
蔵
春
閣
（
新
発
田
市
）

〈
埼
玉
西
支
部
設
立
総
会
〉

▽
12
月
９
日
（
土
）
14
時
〜

▽
ふ
じ
み
野
市
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
（
ふ
じ
み
野
市
）

〈
証
券
懇
話
会
（
再
興
）
総

会
〉

▽
12
月
16
日
（
土
）
11
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館

「
報
恩
の
間
」

※
支
部
総
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
【
校
友
会
事
務
局
】

☎
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

市
井
の
読
書
論

 

新
崎
和
治 

著

　
本
書
は
、
生
粋
の
読
書
人

で
あ
る
新
崎
和
治
さ
ん
（
昭

44
経
済
）
が
、
か
つ
て
暮
ら

し
た
町
や
旅
し
た
土
地
の
思

い
出
と
と
も
に
、
本
と
の
出

会
い
を
記
し
た
読
書
録
で
あ

る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
『
谷
間

の
ゆ
り
』
の
美
し
い
文
章
に

ず
、
良
書
も
限
ら
れ
る
な

か
、
初
学
者
か
ら
研
究
者
ま

で
幅
広
い
心
霊
学
徒
の
学
び

を
大
い
に
助
け
る
一
冊
と
な

る
。（
東
洋
書
院
・
税
込
み
７

７
０
０
円
）

　
第
38
回
校
友
会
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
・
ゴ

ル
フ
大
会
が
10
月
20
日
、
千
葉
県
・
平
川

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。

　
例
年
よ
り
多
い
62
人
が
集
い
、
抜
け
る

よ
う
な
青
空
の
下
、
開
放
感
あ
ふ
れ
る
コ

ー
ス
で
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ

写
真
。

　
表
彰
式
後
の
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
た

ち
が
お
互
い
の
健
闘
を
た
た
え
合
い
親
交

を
深
め
た
。
ま
た
、
会
場
で
集
ま
っ
た
募

金
は
専
修
大
学
に
全
額
寄
付
さ
れ
た
。

　
プ
レ
ー
結
果
は
次
の
通
り
。

　
▽
優
勝
・
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

岡
上
芳

郎
氏
（
昭
60
経
済
）
▽
シ
ニ
ア
優
勝

柏

木
龍
一
氏
（
昭
49
経
営
）

専修大学・石巻専修大学「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」推進募金

T E L : 03・3265・3157
E-mail : bokin@acc.senshu-u.ac.jp専修大学募金局

　本学が進めている事業のうち、右記の７項目を募金目的の柱としています。ま
た、それぞれの募金目的について、具体的に使途を明示しております。これによ
り皆様が、本学の活動のうち、より強化・充実させたいと思われるものを具体的
に指定し、支援することができる仕組みとなっております。皆様
のご支援・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
　募金の詳細につきましては、ホームページ等をご覧ください。

募
金
目
的

A 国際交流の推進支援
B 学生スポーツ活動の振興
C 学生への経済的支援
D キャリアデザインプログラム充実支援
E 学生のボランティア活動支援
G 教員の研究活動支援
H その他

※「Ｆ 多目的ホール・シート募金及びチェア募金」は
2021年度で終了しました。

心
を
和
ま
せ
、
福
沢
諭
吉
の

『
福
翁
自
伝
』
を
読
ん
で
人

生
に
思
い
を
は
せ
る
。
古
今

東
西
の
名
著
を
巡
る
著
者
の

自
由
な
思
索
の
跡
を
た
ど

り
、
読
書
の
楽
し
さ
と
奥
深

さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
。

　「
読
み
手
は
書
き
手
に
寄

り
添
い
、
作
家
の
創
造
の

『
真
実
』
ま
で
の
道
の
り
を

探
り
た
い
。
そ
の
こ
と
を
本

来
『
読
書
』
と
言
う
の
で
は

な
い
か
」「
読
書
は
味
わ
う

よ
う
に
遅
読
が
い
い
。
老
境

に
あ
る
今
、『
熟
読
玩
味
』

が
な
お
い
い
」
な
ど
の
読
書

論
に
深
く
う
な
ず
く
読
者
も

多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
読
書
へ

の
尽
き
ぬ
愛
に
あ
ふ
れ
た
一

冊
だ
。（
日
比
谷
出
版
社
・

税
込
み
１
６
５
０
円
）

第
38
回
校
友
会
ゴ
ル
フ
大
会

青空の下プレー楽しむ青空の下プレー楽しむ

　
卒
業
生
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
招
く
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
３
が
10
月
29
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
多
く

の
校
友
が
来
校
し
、
学
生
時
代
を
懐
か
し

む
と
と
も
に
、
進
化
す
る
専
修
大
学
の

〝
い
ま
〞
を
感
じ
て
い
た
。

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開
催
は
４
年
ぶ

り
。
開
会
式
で
は
、
松
木
健
一
理
事
長
、

佐
々
木
重
人
学
長
、
日
髙
義
博
総
長
が
校

友
を
歓
迎
。
校
友
会
の
桃
野
直
樹
会
長
は

「
久
し
ぶ
り
に
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
皆
さ

ん
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
い
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部
前
監

督
の
前
嶋
孝
名
誉
教
授
が
講
演
。
昭
和
、

平
成
、
令
和
と
３
時
代
に
わ
た
っ
て
ス
ピ

ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部
を
指
導
し
、
オ
リ
ン
ピ

ア
ン
を
育
て
た
前
嶋
名
誉
教
授
が
悩
み
な

４年ぶり 生田キャンパス開催

が
ら
実
践
し
た
育
成
指
導
方
法
を
語
っ

た
。
黒
岩
彰
氏
（
昭
59
商
）
ら
往
年
の
名

選
手
と
の
世
界
に
向
け
て
の
試
行
錯
誤
の

日
々
を
、デ
ー
タ
や
映
像
と
と
も
に
回
顧
。

「
80
歳
ま
で
監
督
を
続
け
た
が
、
後
半
は
、

選
手
た
ち
に
は
や
り
た
い
こ
と
を
思
い
切

り
や
っ
て
ほ
し
い
、
と
伝
え
て
い
た
。
意

見
が
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
多
少

失
敗
し
て
も
や
っ
て
か
ら
で
も
遅
く
な

い
、
と
指
導
し
て
い
た
」
と
語
っ
た
。

　
第
５
回
黒
門
寄
席
で
は
浪
曲
師
の
木
村

勝
千
代
さ
ん
（
平
２
文
）、
落
語
家
の
桂

小
文
治
さ
ん
（
昭
55
商
）
が
登
場
し
、
会

場
を
沸
か
せ
た
。
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
の
司

会
は
杉
山
真
衛
さ
ん
（
法
２
）
が
務
め
た
。

　
こ
の
ほ
か
、『
専
大
ス
ポ
ー
ツ
』
の
紙
面

を
時
代
ご
と
に
展
示
し
た
パ
ネ
ル
展
、
全

学
応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
演
舞
や
在

学
生
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
｜

Ｋ
ａ
ｆ
ｆ
ｅ
ｅ
の
コ
ー
ヒ
ー
試
飲
会
な
ど

で
盛
り
上
が
っ
た
。

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部
監
督
と
し
て
多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を

育
て
た
前
嶋
名
誉
教
授
が
指
導
方
法
を
語
っ
た

それぞれの年の卒業アルバムが並んだ 体育会の活躍を伝えるパネル展

好評のSENDAI-Kaffee試飲会 在学生によるキャンパスツアー 司会の杉山さん

桃野校友会長

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
３

第５回 黒門寄席

桂小文治さん（左）と木村勝千代さん


